
蓄電池に係る火災の状況（平成２３年～平成２５年） 

※総務省消防庁に報告された火災データのうち、発火源が「蓄電池」、経過が「スパークする」・「金属の接触部が過熱する」、着火物が「車両」

をある火災を抽出したもの。 
※死者３名は、何れも車両の蓄電池からの出火により発生している。 
※蓄電池火災の原因は、「スパークによるもの」が１位、「金属の接触部の過熱によるもの」が２位となっている。（平成２３年～平成２５年） 
 これらは、蓄電池の端子接続部のボルトの緩み・締め忘れ等に起因していると考えられる。 
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平成２３年 １４５ ２ ５８ ２６ ３２ １８ １０ ８ 

平成２４年 １３６ ０ ５２ ２９ ２３ １７ １１ ６ 

平成２５年 １３８ １ ６１ ３５ ２６ ２０ １２ ８ 
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